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第2回
定例会

平成 25 年

　第２回定例会では、３ヵ月間（平成25年４月から６月まで）の暫定予算を経て、新市長の就任後、初めての当初予
算（一般会計と６つの特別会計）が提案され、それぞれ可決しました。
　一般会計における主な事業は以下のとおりです。
◇がん検診受診率向上モデル事業の実施・評価
◇南部圏域と西部圏域を担当する地域福祉コーディネーター各１名を新たに配置
◇障害者就労支援センター「一歩」に地域開拓促進コーディネーターを新たに配置
◇防災行政無線２ヵ所に子局を増設
◇市ホームページのスマートフォン対応
◇私立認可保育園２園の新設、保育ママの２室開設
◇一店逸品事業の実施

紙
面
の
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介
（
も
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じ
）

「枝豆おいしい！」
市内の畑で収穫した枝豆を試食する園児たち
（農のアカデミー「夏の大収穫祭」より）

（平成 25 年７月９日撮影）

「プレミアム商品券事業」を含む補正予算を可決！

⇒詳しくは８面「平成25年度当初予算審査の概要」をご覧ください。

⇒詳しくは７面「委員会の審査から」をご覧ください。
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Ｗ
Ｓ
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平成25年度一般会計予算は前年度比1.3％増の約676億円に

○第２回定例会　
　会期…5月31日(金)～6月25日(火) 26日間

審議件数 可決・採択 否決・
不採択 継続審査

4
8 1

34
10
7
17
8
11

34
10
7
17
4
2

議　案

議員提出議案
請願・陳情

条　例
予　算
その他

　統廃合の検討対象となっている、市内小規模校４校の児童・保護者等を対象とした市教育委員会との意見交換の場
を設け、その意見・要望を反映させることを求める陳情を、全会一致で採択しました。

「小規模校（住吉小・泉小・保谷小・本町小）統廃合に関する市教育委員会
と関係保護者との意見交換の場を求める陳情」を全会一致で採択しました

主

な

議

案

等

※「可決 ･ 採択」には、同意､ 趣旨採択を含んでいます。

「声の市議会だより」をお届けしています。
（録音テープ）　

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（☎042-421-4545）へお問い合わせください。
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　第２回定例会では、市長の平成25年度の施政方針に対して、会派ごとに質問をする「代表質問」と無所属議員によ
る「一般質問」が４日間にわたり行われました。
　２面～７面では、市長の施政方針及び代表質問・一般質問の主な内容についてお知らせします。
◇質問の詳しい内容につきましては、８月上旬に発行予定の会議録をご覧ください。
　なお、会議録は、両庁舎情報公開コーナー、市内各図書館及び市ホームページ（８月下旬から）でご覧いただけます。

質
問　

市
長
の
考
え
る
「
選
択

と
集
中
」
と
は
何
か
。

答
弁　

厳
し
い
財
政
状
況
の
折
、

こ
れ
ま
で
提
供
し
て
き
た
サ
ー

ビ
ス
を
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
の

は
難
し
い
。
重
点
化
・
効
率
化

を
図
る
べ
き
施
策
・
事
業
を
特

定
し
、
限
ら
れ
た
行
政
資
源
を

適
正
に
配
分
し
て
い
く
。
こ
れ

を
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
と
し
て

市
政
の
か
じ
取
り
に
臨
ま
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
こ

れ
を
「
選
択
と
集
中
」
と
い
う

言
葉
で
述
べ
て
き
た
。

質
問　

西
東
京
市
と
し
て
、
都

市
計
画
道
路
の
第
四
次
事
業
化

路
線
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答
弁　

東
京
都
か
ら
策
定
等
の

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に

つ
い
て
示
さ
れ
て
い
な
い
。
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
、
市
内
の
未
着
手
路

線
に
関
し
、
東
京
都
及
び
近
隣

市
と
協
議
、
調
整
等
を
行
う
と

と
も
に
、
市
の
財
政
状
況
等
を

勘
案
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

鉄
道
の
連
続
立
体
交
差

事
業
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答
弁　

東
京
都
が
事
業
主
体
と

な
る
事
業
で
、
東
京
都
に
対
す

る
、
東
京
都
市
長
会
に
よ
る
東

京
都
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望

事
項
の
中
で
、
連
続
立
体
交
差

事
業
の
鉄
道
整
備
と
駅
周
辺
の

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

と
し
て
早
期
事
業
化
を
要
望
し

て
い
る
。

質
問　

田
無
警
察
署
移
転
に
つ

い
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

田
無
警
察
署
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
老
朽
化
等
を
理
由

に
移
転
を
検
討
し
て
お
り
、
以

前
、
東
大
生
態
調
和
農
学
機
構

の
処
分
予
定
地
の
公
共
的
活
用

の
１
つ
と
し
て
大
学
と
警
視
庁

と
で
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、

移
転
に
向
け
た
動
き
が
あ
る
こ

と
は
議
会
に
も
報
告
し
た
。
し

か
し
、
現
段
階
で
移
転
先
を
含

め
、
正
式
に
移
転
が
決
定
し
た

と
い
う
情
報
は
得
て
い
な
い
。

質
問　

子
宮
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
ど

の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

答
弁　

平
成
25
年
度
時
点
の
年

齢
が
24
歳
と
、
そ
の
比
較
対
照

と
し
て
28
歳
、
34
歳
の
女
性
に

対
し
、
受
診
勧
奨
の
通
知
を
個

別
に
送
付
し
、
受
診
行
動
や
申

し
込
み
行
動
等
の
変
化
に
つ
い

て
、
調
査
検
証
を
行
い
、
受
診

率
が
向
上
す
る
具
体
的
な
施
策

な
ど
の
検
討
を
行
う
。

質
問　

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
つ
い
て
。

平
成
25
年
度
予
算
の
編
成
作

業
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

を
重
ね
て
き
た
が
、
総
合
計
画

と
行
財
政
改
革
大
綱
を
基
軸
に
、

着
実
な
市
政
運
営
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め

て
意
を
強
く
し
て
い
る
。

現
在
、
平
成
26
年
度
以
降
の

10
年
間
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
第
２
次
総
合
計

画
策
定
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

新
た
な
総
合
計
画
の
も
と
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
新

た
な
課
題
に
向
け
た
取
り
組
み

を
着
実
に
推
進
し
、
ま
ち
の
輝

き
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

今
後
の
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
、
生
活
保
護
費
の
増
加
等
、

市
財
政
の
見
通
し
は
厳
し
い
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

総
合
計
画
と
行
財
政
改
革
が
両

輪
と
な
り
「
選
択
と
集
中
」
を

図
ら
な
く
て
は
、
こ
の
困
難
な

局
面
を
乗
り
切
れ
な
い
。
計
画

と
行
革
の
期
間
的
な
整
合
を
図

る
た
め
、
今
年
度
中
に
策
定
す

る
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
で

は
、
市
を
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
を
鋭
敏
に
捉
え
、
時
代
に
即

し
た
取
り
組
み
を
柔
軟
に
展
開

す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
実
現

し
、
次
世
代
へ
と
つ
な
が
る
行

財
政
運
営
の
確
立
を
目
指
す
。

《
も
っ
と
健
康　

も
っ
と
元
気

に
》保

健
・
医
療
で
は
、
引
き
続

き
各
種
予
防
接
種
・
検
診
事
業

の
充
実
に
努
め
、
が
ん
検
診
の

受
診
率
向
上
の
た
め
、
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
・
評
価
す
る
。

地
域
福
祉
で
は
、
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
に
つ

い
て
、
南
部
圏
域
と
西
部
圏
域

を
担
当
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
各
１
名
を
新
た
に
配
置
す
る
。

高
齢
者
福
祉
で
は
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
と
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
併
設
す
る
施
設
を
３
施
設
、

民
間
事
業
者
へ
の
助
成
に
よ
り

整
備
す
る
。

障
害
者
福
祉
で
は
、
就
労
支

援
の
強
化
策
と
し
て
、
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
一
歩
」

に
地
域
開
拓
促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
新
た
に
配
置
す
る
。

い
よ
い
よ
本
大
会
を
迎
え
る

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
に

お
い
て
、
９
月
に
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
、

10
月
に
正
式
競
技
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
開
催
す
る
。

《
災
害
に
強
い
快
適
な
都
市
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
よ
う
》

危
機
管
理
体
制
の
整
備
と
し

て
、
今
秋
に
完
成
予
定
の
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
防
災
マ

ッ
プ
等
を
改
訂
し
た
後
に
全
戸

配
布
し
、
市
民
の
皆
様
に
対
す

る
周
知
・
啓
発
を
図
る
。

防
災
行
政
無
線
の
改
善
に
つ

い
て
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

２
カ
所
に
子
局
を
増
設
す
る
な

ど
改
善
を
図
る
。
ま
た
、
こ
れ

を
補
完
す
る
緊
急
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
は
現
在
の
１
社
か
ら

３
社
に
拡
大
す
る
。

公
共
施
設
の
耐
震
化
は
、
平

成
27
年
度
ま
で
に
耐
震
化
率
100

％
を
目
指
し
、
計
５
施
設
で
耐

震
診
断
を
実
施
す
る
。

「
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」
に
つ
い
て
、

北
口
の
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
21
号
線
整
備
事
業
推
進
の

た
め
、
平
成
25
年
度
末
の
用
地

取
得
率
100
％
達
成
を
目
指
す
。

放
射
線
量
の
測
定
に
つ
い
て

は
、
空
間
放
射
線
量
の
測
定
の

ほ
か
、
保
育
園
や
小
中
学
校
等

の
給
食
食
材
検
査
を
継
続
実
施

す
る
。

《
あ
な
た
と
変
え
る　

い
っ
し

ょ
に
変
え
る
》

商
工
業
振
興
の
面
で
は
、
一

店
逸
品
事
業
を
推
進
し
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
市
の
内
外
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
で
、
市
内
産
業

の
活
性
化
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、
地
域
経
済
の
活
性

化
の
た
め
、
引
き
続
き
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
を
実
施
す
る
。

市
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い

て
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
普

及
の
進
む
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ

対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の
市
民
に
市
政
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
環

境
整
備
に
努
め
る
。

《
次
世
代
へ
の
責
任
を
し
っ
か

り
果
た
そ
う
》

待
機
児
童
解
消
の
取
り
組
み

と
し
て
、
私
立
認
可
保
育
園
２

園
の
新
設
、
保
育
マ
マ
の
２
室

開
設
を
行
い
、
平
成
26
年
度
か

ら
の
ス*
マ
ー
ト
保
育
施
設
の
開

設
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

く
。一

時
保
育
は
、
今
年
の
12
月

か
ら
新
た
に
ひ
が
し
ふ
し
み
保

育
園
に
お
い
て
実
施
す
る
。

学
校
施
設
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
に
つ
い
て
は
、
市
内
２

校
に
関
し
、
建
替
準
備
検
討
協

議
会
で
検
討
を
継
続
し
、
小
規

模
校
の
統
廃
合
に
関
し
て
は
、

よ
り
広
く
意
識
調
査
等
を
実
施

し
、
保
護
者
や
地
域
住
民
と
の

丁
寧
な
合
意
形
成
に
努
め
な
が

ら
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
「
選
択
と
集
中
」
の

第
一
歩
と
し
て
、
平
成
25
年
度

に
は
、
は
な
バ
ス
の
料
金
や
敬

老
金
等
の
見
直
し
を
行
う
。
限

ら
れ
た
財
源
の
適
正
配
分
を
図

る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
見

直
し
と
、
よ
り
効
果
の
見
込
ま

れ
る
事
業
へ
の
転
換
を
検
討
し

て
い
く
。

平
成
25
年
度
は
、
私
に
と
っ

て
市
長
と
し
て
の
最
初
の
年
度

で
あ
る
と
と
も
に
、
次
期
総
合

計
画
並
び
に
行
財
政
改
革
大
綱

の
策
定
に
当
た
る
大
変
重
要
な

年
。
社
会
経
済
情
勢
の
大
変
厳

し
い
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、

行
政
の
総
合
力
と
職
員
の
力
を

信
じ
全
力
で
取
り
組
む
覚
悟
で

あ
る
。

答
弁　

平
成
25
年
度
か
ら
市
内

４
圏
域
全
て
に
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

「
ほ
っ
と
す
る
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
の
本
格
実
施

と
な
る
。
ま
ず
は
よ
り
一
層
の

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

目
標
を
持
っ
て
、
地
域
福
祉
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
み
ず
か
ら
が

自
治
会
等
を
訪
ね
、
草
の
根
的

な
出
前
講
座
の
実
施
等
に
よ
り

地
域
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
、

ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
推
進
員
を
ふ
や

し
て
い
き
た
い
。

質
問　

地
域
医
療
・
在
宅
医
療

の
充
実
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
検
討
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁　

地
域
医
療
に
関
し
て
は
、

市
民
へ
直
接
的
、
専
門
的
な
助

言
や
支
援
を
提
供
で
き
る
各
医

療
機
関
と
の
情
報
の
共
有
化
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
な
が

ら
、
具
体
的
な
手
法
を
掲
げ
、

実
態
把
握
に
努
め
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
在
宅
医
療
に

関
し
て
は
、
介
護
保
険
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
多
職
種

が
共
有
し
、
検
討
す
る
介
護
保

険
課
題
調
整
委
員
会
で
、
検
討

の
結
果
、
在
宅
医
療
を
支
え
る

後
方
支
援
体
制
の
構
築
が
喫
緊

の
課
題
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
、
平
成
25
年
１
月
ま
で
の
間
、

西
東
京
市
医
師
会
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、
在
宅
療
養
高
齢
者

の
治
療
や
精
査
を
行
っ
た
。
ま

た
、
家
族
の
レ*
ス
パ
イ
ト
な
ど

に
資
す
る
た
め
、
市
内
病
院
に

病
床
を
確
保
し
、
一
定
期
間
利

用
で
き
る
在
宅
療
養
後
方
支
援

病
床
確
保
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

本
年
７
月
か
ら
時
限
的
に
医
師

会
の
公
益
事
業
と
し
て
、
引
き

続
き
本
事
業
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

質
問　

生
活
保
護
の
被
保
護
高

齢
者
支
援
員
、
就
労
支
援
員
の

増
員
等
に
よ
る
効
果
は
。

答
弁　

被
保
護
高
齢
者
支
援
員

を
両
庁
舎
に
１
名
ず
つ
配
置
す

る
。
高
齢
者
の
日
常
生
活
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
、
専
門
的
な
知
識
や
経
験

を
持
つ
職
員
に
よ
る
支
援
を
行

い
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
当
該
対
象
者
の
孤
立
や

孤
独
を
防
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、

安
定
し
た
生
活
の
維
持
を
支
援

し
て
い
く
。
ま
た
、
就
労
支
援

員
を
１
名
増
員
し
、
年
々
増
加

し
て
い
る
被
保
護
者
に
対
し
、

就
労
支
援
体
制
の
強
化
を
図
り

た
い
。

質
問　

下
保
谷
四
丁
目
特
別
緑

地
保
全
地
区
の
買
い
取
り
が
始

ま
る
が
、
今
後
の
課
題
は
。

答
弁　

国
や
東
京
都
の
補
助
制

度
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、

財
政
負
担
を
平
準
化
す
る
た
め

に
計
画
を
見
直
し
、
購
入
時
期

を
１
年
前
倒
し
し
た
。
土
地
所

有
者
の
御
理
解
も
い
た
だ
い
て
、

複
数
年
の
分
割
で
購
入
を
進
め

る
。
土
地
を
取
得
す
る
費
用
に

つ
い
て
は
、
財
政
負
担
も
大
き

い
た
め
、
国
や
東
京
都
の
補
助

制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
東
京
都
の
補
助
金
の

増
額
や
平
成
26
年
度
で
終
了
予

定
の
補
助
制
度
の
検
討
が
課
題

で
あ
る
。

質
問　

「
い
こ
い
ー
な
」
の
使

用
に
つ
い
て
。

答
弁　

市
が
広
報
等
で
「
い
こ

い
ー
な
」
を
使
用
す
る
場
合
に

は
無
償
で
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

ー
に
つ
い
て
、
シ
ン
エ
イ
動
画

株
式
会
社
と
の
協
議
を
進
め
て

き
た
が
、
去
る
５
月
23
日
に
商

品
化
に
つ
い
て
の
覚
書
の
締
結

に
至
っ
た
。
今
後
、
市
以
外
の

第
三
者
が
「
い
こ
い
ー
な
」
の

使
用
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

覚
書
に
基
づ
き
、
そ
の
内
容
や

条
件
に
つ
い
て
、
市
と
シ
ン
エ

イ
動
画
株
式
会
社
で
協
議
を
行

い
、
市
が
窓
口
と
な
っ
て
第
三

者
に
許
諾
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

意
見　

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０

１
３
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
で
の
反
省
点
を

十
分
に
生
か
し
て
、
す
ば
ら
し

い
大
会
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り

お
祈
り
す
る
。

質
問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
に
つ
い
て
。

答
弁　

平
成
23
年
度
事
務
事
業

評
価
に
お
け
る
廃
止
の
評
価
が

市
と
し
て
の
基
本
方
針
で
あ
る

こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
一
方

で
、
い
ま
だ
厳
し
い
経
営
状
況

に
あ
る
市
内
商
工
業
者
の
方
々

に
対
し
、
一
定
の
支
援
の
必
要

性
が
あ
る
。
ま
た
、
商
工
会
か

ら
事
業
の
継
続
を
求
め
る
要
望

書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の
枠

組
み
を
見
直
す
こ
と
で
本
年
度

の
事
業
実
施
を
決
定
し
た
。
見

直
し
の
内
容
と
し
て
は
、
①
付

加
価
値
分
10
％
に
つ
い
て
、
従

来
は
全
て
市
の
補
助
金
で
賄
っ

て
い
た
が
、
市
と
加
盟
店
で
９

対
１
の
割
合
で
負
担
す
る
こ
と
。

②
市
が
関
連
イ
ベ
ン
ト
経
費
及

び
当
該
事
業
に
か
か
る
事
務
経

費
を
負
担
し
な
い
こ
と
。
③
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
あ
わ

せ
、
可
能
な
範
囲
で
一
店
逸
品

事
業
を
推
奨
す
る
こ
と
。
④
事

業
主
体
と
な
る
西
東
京
商
工
会

に
は
、
よ
り
一
層
商
工
会
の
運

営
経
費
の
削
減
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
。
以
上
の
４

点
を
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
の

附
帯
要
件
と
し
た
。

質
問　

「
は
な
バ
ス
」
を
こ
れ

か
ら
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

基
本
運
賃
を
100
円
か
ら

150
円
と
し
、
子
ど
も
及
び
障
害

の
あ
る
方
な
ど
は
100
円
に
据
え

置
く
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
75

歳
以
上
の
市
民
の
方
へ
は
敬
老

回
数
券
を
販
売
し
、
実
質
100
円 

で
乗
車
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
利
便
性
向
上
の
た

め
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
や
、
安

全
性
の
向
上
策
と
し
て
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
も
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。

質
問　

市
の
待
機
児
童
対
策
は
。

答
弁　

待
機
児
童
の
85
％
を
占

め
る
１
歳
児
、
２
歳
児
に
特
に

焦
点
を
当
て
、
受
け
入
れ
人
数

の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
待
機
児

童
解
消
に
向
け
た
重
要
な
課
題

と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
東

京
都
の
新
た
な
取
り
組
み
で
あ

る
小
規
模
保
育
、
い
わ
ゆ
る
ス

マ
ー
ト
保
育
の
施
設
を
平
成
26

年
度
か
ら
の
開
設
を
目
指
し
て

準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
家

庭
的
保
育
事
業
の
充
実
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

小
学
校
の
空
調
設
備
の

設
置
状
況
は
。

答
弁　

昨
年
度
、
中
学
校
７
校

と
小
学
校
６
校
の
普
通
教
室
の

空
調
設
備
整
備
を
行
っ
た
。
今

年
度
は
残
り
小
学
校
12
校
に
つ

い
て
、
設
置
工
事
費
等
を
暫
定

予
算
に
お
い
て
承
認
を
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、
既
に
契
約
を

終
了
し
、
工
事
準
備
期
間
に
入

っ
て
い
る
。
７
月
、
８
月
と
工

事
を
行
い
、
夏
休
み
明
け
か
ら

は
使
用
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

質
問　

第
２
次
総
合
計
画
案
で

新
た
に
特
別
支
援
教
育
の
充
実

を
盛
り
込
む
意
味
合
い
は
。

答
弁　

特
別
支
援
教
育
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
教
育
全
体
の
改

革
に
つ
な
が
る
大
き
な
意
義
を

持
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
次
期
総
合
計
画
に
特
別
支

援
教
育
の
充
実
を
位
置
づ
け
、

特
別
支
援
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。

答
弁　

平
成
24
年
度
、
決
定
し

て
い
る
地
区
計
画
区
域
以
外
の

周
辺
地
区
の
方
を
対
象
に
ま
ち

づ
く
り
説
明
会
を
開
催
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

平
成
25
年
度
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
及
び
地
元
要
望
を
踏

ま
え
、
一
番
通
り
商
店
街
西
側

を
含
め
た
周
辺
地
区
に
お
い
て

ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

質
問　

本
庁
舎
統
合
問
題
の
今

後
の
計
画
は
。

答
弁　

１
市
２
庁
舎
体
制
の
解

決
に
向
け
て
、
今
年
度
は
庁
舎

統
合
方
針
を
決
定
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
庁
舎
統
合
方
針
の

決
定
に
際
し
て
は
、
広
く
市
民

の
皆
様
か
ら
意
見
を
伺
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
平
成

24
年
度
に
取
り
ま
と
め
た
本
庁

舎
整
備
基
礎
調
査
報
告
書
を
議

論
の
材
料
と
し
な
が
ら
、
ま
ず

は
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、

本
庁
舎
整
備
に
関
す
る
報
告
書

の
内
容
に
つ
い
て
の
市
民
説
明

会
を
開
催
す
る
。

質
問　

敬
老
行
事
補
助
金
を
減

額
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

答
弁　

敬
老
行
事
実
施
事
業
は
、

９
月
の
敬
老
月
間
内
に
地
域
の

高
齢
者
の
方
々
の
企
画
参
加
に

よ
り
行
わ
れ
る
敬
老
行
事
に
対

し
助
成
し
、
地
域
福
祉
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
位

置
づ
け
て
き
た
。
平
成
25
年
度

は
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
来

年
度
か
ら
は
、
地
域
の
つ
な
が

り
に
結
び
つ
く
自
治
会
・
町
内

会
等
へ
積
極
的
な
活
用
を
図
れ

る
よ
う
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

高
齢
者
虐
待
の
対
策
は
。

答
弁　

平
成
23
年
10
月
か
ら
お

む
つ
給
付
事
業
を
認
知
症
の
方

も
対
象
に
し
た
こ
と
か
ら
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
か
か

わ
り
や
す
く
な
り
、
高
齢
者
虐

待
の
早
期
発
見
・
早
期
予
防
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
も
虐

待
の
実
態
や
対
処
の
仕
方
を
学

ぶ
た
め
の
研
修
等
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
情
報
提
供
を
通
し
て
、

無
理
な
く
介
護
を
継
続
で
き
る

た
め
の
介
護
者
支
援
や
意
識
啓

発
を
進
め
、
高
齢
者
虐
待
防
止

に
努
め
て
い
き
た
い
。

議会 NEWS議会 NEWS 平
成
24
年
度
の
視
察
受
入
状
況
を
報
告
し
ま
す
！

　

当
市
の
先
進
的
、
独
自
性
の
あ
る
各
種
事
業
に
つ
い

て
調
査
す
る
た
め
、
毎
年
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
、
行

政
視
察
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
保
谷
駅
周
辺
整
備
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど

の
施
策
に
つ
い
て
、
合
計
７
団
体
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

左
表
は
そ
の
実
績
で
す
。

平成24年５月22日

平成24年８月７日

平成24年11月13日

平成25年１月15日

平成25年１月17日

平成25年１月22日

平成25年２月４日

東京都

愛知県

香川県

東京都

長崎県

栃木県

滋賀県

中 野 区

名 古 屋 市

観 音 寺 市

小 平 市

佐 世 保 市

小 山 市

近江八幡市

保谷駅周辺整備

西原総合教育施設

公共施設保全計画

議会報編集

公共施設マネジメント

公共施設の適正配置等に関する基本計画

人にやさしいまちづくり条例

日　時 都道府県 団体名 視 察 目 的№

1

2

3

4

5

6

7

代表質問・一般質問の要旨

は

じ

め

に

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
っ
て
も
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
れ

そ
の
た
め
に
も
「
選
択
と
集
中
」

を
し
っ
か
り
進
め
よ

保　

谷　

な
お
み

浜
中　

の
り
か
た

酒　

井　

豪
一
郎

田
中　

の
り
あ
き

稲　

垣　

裕　

二

小　

林　

た
つ
や

遠　

藤　

源
太
郎

浅　

野　

髙　

司

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

　

こ
こ
で
は
、
代
表
質
問
・
一
般
質
問
の
対
象
と
な
る
市
長
の

施
政
方
針
に
つ
い
て
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
政
方
針
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
報
６
月
15

日
号
等
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

施
政
方
針
の
概
要
（
説
明
）

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
改
革
の
取
組

平
成
25
年
度
の
主
要
な
取
組

お

わ

り

に

はなバス

スポーツ祭東京2013西東京市炬火採火式（平成25年6月28日）

市のマスコットキャラクター
「いこいーな」
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第 57 号（4）平 成 25 年 8 月 15 日　発行

西東京市

　市議会で採択された請願・陳情については、市長や教育委員会に送付され、
その後の検討経過を議会に報告することとなっています。
　ここでは平成24年中に趣旨採択された２つの陳情の検討結果をお知らせ
します。採択された陳情のその後

件 名

採択年月

「おおぞら公園」の整備に関する陳情
平成 24 年６月 18 日趣旨採択

　「おおぞら公園」の整備については、開園以来市民の
皆様に利用しやすい公園となるように維持管理に努めて
おり、既に角張った積石の安全対策や遊具の安全点検を
行いました。
　今後についても、寄附者及び近隣住民の意向を重視し、
安全対策等について、可能な範囲で対応してまいります。
　寄附者及び近隣住民の意向を重視し、市民の皆様に親
しまれる安全で安心な公園の維持管理を図っていきたい
と考えております。

理　　由

検討結果

　消費者庁貸与による検査機器を活用し、
検査を行ってまいります。検査に当たって
は、国・都などの動向に注視してまいります。

　食品衛生法の規定に基づく食品中の放射
性物質に関する新たな基準値が平成 24 年
４月１日より施行されております。現在、
この基準値に基づいて定期的に検査を行っ
ております。

給食食材の安全・安心の確保を求める陳情
平成 24 年９月 21 日趣旨採択

件 名

採択年月

理　　由

検討結果

　公園内の記念碑周辺にある角張った積み石に対して、
危険防止対策等を求めるもの。陳情事項 　給食食材放射性物質検査について、調理

前食材の検査、産地等の公表を求めるもの。陳情事項

職
員
と
の
信
頼
関
係
構
築
を
！

質
問　

市
長
が
就
任
し
て
３
カ

月
が
た
っ
た
。
職
員
と
ど
の
よ

う
に
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
き

た
の
か
。

市
長　

限
ら
れ
た
時
間
で
、
出

先
機
関
等
の
現
場
に
足
を
運
び

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
き
た
。
今
後
も
職
員
と
積
極

的
に
対
話
し
、
一
体
と
な
っ
て

課
題
に
取
り
組
む
市
政
運
営
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

市
財
政
と
予
算
の
執
行
管
理

質
問　

歳
入
確
保
は
行
革
の
大

テ
ー
マ
。
取
り
組
み
を
問
う
。

市
長　

滞
納
整
理
の
強
化
、
休

日
・
夜
間
の
相
談
窓
口
、
マ
ル

チ
ペ
イ
メ
ン
ト
の
実
施
な
ど
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
市
有
財
産

の
積
極
的
処
分
・
活
用
を
図
り
、

第
４
次
行
革
に
お
い
て
も
適
切

に
位
置
づ
け
て
い
く
。

質
問　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

取
り
崩
し
た
基
金
を
回
復
す
る

た
め
、
過
度
な
執
行
管
理
に
よ

る
影
響
は
出
な
い
の
か
。

市
長　

予
算
の
適
切
か
つ
効
率

的
な
執
行
に
努
め
る
こ
と
で
、

最
大
限
の
効
果
を
発
揮
し
、
基

金
残
高
の
回
復
に
努
め
る
。

総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

質
問　

今
後
10
年
の
方
針
を
決

定
す
る
第
２
次
総
合
計
画
の
策

定
の
ポ
イ
ン
ト
と
、
総
合
計
画

条
例
に
お
い
て
基
本
構
想
を
議

決
範
囲
に
定
め
た
理
由
を
伺
う
。

市
長　

地
域
の
力
を
最
大
限
活

用
す
る
た
め
、
現
行
の
「
協
働

で
拓
く
ま
ち
づ
く
り
」
を
、

「
み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く

り
」
と
、
よ
り
幅
広
い
概
念
で

捉
え
直
し
た
。
議
決
の
範
囲
に

つ
い
て
は
、
自
治
法
改
正
後
も
、

議
会
の
議
決
を
経
て
基
本
構
想

を
策
定
す
べ
き
と
考
え
た
。

意
見　

議
会
の
議
決
を
経
る
の

で
あ
れ
ば
、
議
会
の
責
任
に
お

い
て
そ
の
範
囲
を
決
め
る
べ
き
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

質
問　

施
政
方
針
に
お
い
て

「
丸
山
カ
ラ
ー
」
を
ど
の
よ
う

に
打
ち
出
し
た
の
か
。

市
長　

子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診

率
向
上
モ
デ
ル
事
業
、
健
康
指

導
員
・
健
康
応
援
団
の
仕
組
み

づ
く
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
実
施
、
ス
マ
ー
ト
保
育
施

設
開
設
準
備
、
小
学
校
2
校
、

中
学
校
1
校
で
特
別
支
援
固
定

学
級
開
設
準
備
等
で
あ
る
。

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

質
問　

世
田
谷
区
の
よ
う
に
元

気
な
高
齢
者
が
介
護
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
う
ご
と
に
1
回
50
円

相
当
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、

年
間
６
千
円
の
介
護
保
険
料
負

担
軽
減
資
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ

れ
に
よ
り
、
活
動
に
参
加
し
た

多
く
の
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

実
感
し
て
い
る
。
少
な
い
費
用

で
効
果
は
大
き
い
。

市
長　

先
進
市
の
成
功
事
例
の

検
証
に
努
め
た
い
。

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

質
問　

就
労
支
援
と
あ
わ
せ
て

日
常
生
活
訓
練
を
充
実
さ
せ
る

べ
き
。
ま
た
、
住
環
境
確
保
の

た
め
、
地
域
と
の
合
意
形
成
を

担
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

置
な
ど
も
検
討
す
べ
き
。

市
長　

障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
の
利

用
者
懇
談
会
等
の
意
見
を
踏
ま

え
、
さ
ら
な
る
有
効
活
用
を
検

討
す
る
。

健
康
応
援
団
・
が
ん
対
策

質
問　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

に
は
10
年
の
開
き
が
あ
る
。
市

民
の
健
康
を
守
る
上
で
の
課
題

や
具
体
的
取
り
組
み
、
健
康
デ

ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

生
活
習
慣
が
よ
く
な
い

と
考
え
る
20
代
か
ら
40
代
の
市

民
が
増
え
て
い
る
。
健
康
応
援

団
の
創
設
、
地
域
の
団
体
と
の

連
携
、
健
康
へ
の
意
識
啓
発
、

環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。
統

計
分
析
デ
ー
タ
を
活
用
し
受
診

行
動
の
動
機
づ
け
に
つ
な
げ
る

と
い
っ
た
活
用
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

三
多
摩
26
市
の
中
で
、

が
ん
検
診
等
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

受
診
率
向
上
を
目
指
せ
。

市
長　

子
宮
頸
が
ん
検
診
で
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
５
つ
の

が
ん
検
診
に
反
映
さ
せ
る
。

買
い
物
弱
者
の
自
治
体
支
援

質
問　

交
通
弱
者
・
買
い
物
弱

者
・
見
守
り
支
援
等
、
超
高
齢

社
会
の
自
治
体
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
移
動

販
売
、
お
店
へ
の
移
動
手
段
の

提
供
、
店
舗
立
地
が
考
え
ら
れ

る
。
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
で
、
共
助
・

互
助
を
含
め
当
市
の
実
情
に
合

っ
た
応
援
方
法
を
検
討
し
た
い
。

市
民
会
館
・
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

質
問　

本
市
に
お
け
る
市
民
会

館
の
位
置
づ
け
と
、
新
指
定
管

理
者
と
な
っ
た
こ
も
れ
び
ホ
ー

ル
の
今
後
の
課
題
を
伺
う
。

市
長　

市
民
会
館
に
つ
い
て
は
、

存
続
す
べ
き
施
設
機
能
を
整
理

し
、
一
定
の
方
向
性
を
示
す
。

生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

こ

も
れ
び
ホ
ー
ル
は
指
定
管
理
者

と
課
題
を
共
有
し
検
討
を
重
ね

て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
協
議

を
し
て
い
く
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問　

地
域
防
災
計
画
の
主
な

見
直
し
内
容
と
、
公
明
党
の
推

進
で
導
入
す
る
ス
タ
ン
ド
パ
イ

プ
に
よ
る
応
急
給
水
体
制
の
現

状
を
伺
う
。
ま
た
、
以
前
か
ら

提
案
し
て
い
た
ス
マ
ホ
の
ア
プ

リ
を
活
用
し
た
防
災
マ
ッ
プ
作

成
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

市
長　

組
織
体
制
の
変
更
、
わ

か
り
や
す
い
名
称
へ
の
変
更
、

帰
宅
困
難
者
対
策
、
職
員
の
非

常
配
備
態
勢
基
準
の
見
直
し
、

女
性
に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営
、

国
・
都
と
連
携
し
た
医
療
体
制

の
整
備
等
を
見
直
し
た
。

危
機
管
理
室
長　

ス
タ
ン
ド
パ

イ
プ
は
本
年
度
中
に
都
か
ら
７

セ
ッ
ト
貸
与
さ
れ
る
。
次
年
度

以
降
も
強
く
貸
与
を
求
め
て
い

く
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
よ
る
防

災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
防
災

ガ
イ
ド
＆
マ
ッ
プ
の
改
訂
に
合

わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

避
難
所
と
な
る
学
校
の

天
井
や
壁
、
ガ
ラ
ス
等
の
非
構

造
部
材
の
耐
震
化
の
改
修
に
よ

り
安
全
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。

教
育
長
職
務
代
理
者　

本
年
度

非
構
造
部
材
の
調
査
点
検
を
専

門
業
者
に
よ
り
実
施
す
る
。
調

査
結
果
に
よ
り
対
策
に
努
め
る
。

庁
舎
統
合
に
つ
い
て

質
問　

本
庁
舎
統
合
に
向
け
た

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
官

民
連
携
に
よ
る
事
業
手
法
に
よ

る
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

本
市
の
面
積
を
考
え
る

と
１
庁
舎
が
妥
当
と
考
え
る
。

市
民
説
明
会
後
、
市
民
参
加
の

手
法
を
経
て
、
平
成
25
年
度
内

に
統
合
方
針
を
示
し
た
い
。
事

業
手
法
に
つ
い
て
は
実
現
可
能

で
優
位
性
の
高
い
手
法
を
今
後

検
討
す
る
。

は
な
バ
ス
に
つ
い
て

質
問　

料
金
改
定
に
関
し
て
、

公
明
党
が
提
案
し
て
き
た
高
齢

者
へ
の
配
慮
を
評
価
す
る
。
今

後
は
、
第
４
ル
ー
ト
を
西
武
新

宿
線
の
南
北
で
分
け
る
な
ど
ル

ー
ト
も
見
直
す
べ
き
。

市
長　

乗
車
人
数
等
の
調
査
結

果
を
参
考
に
、
第
４
ル
ー
ト
の

再
編
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
に
つ
い
て

質
問　

駅
利
用
者
か
ら
歩
き
づ

ら
い
と
の
意
見
も
あ
る
、
ひ
ば

り
ヶ
丘
駅
南
口
整
備
の
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
狭
い
交
番
の
改

善
を
検
討
せ
よ
。

市
長　

平
成
24
年
度
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
向
け
交
通
量
調
査

を
行
っ
た
。
平
成
25
年
度
は
交

通
管
理
者
、
道
路
管
理
者
、
交

通
事
業
者
と
協
議
し
、
基
本
設

計
を
、
平
成
26
年
度
に
は
実
施

設
計
を
行
い
た
い
。
交
番
の
移

設
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

議会 NEWS議会 NEWS ＊
ス
マ
ー
ト
保
育

　

空
き
家
、
空
き
店
舗
、
空
き

公
共
施
設
等
を
活
用
し
、
区
市

町
村
が
独
自
に
実
施
す
る
定
員

６
人
以
上
19
人
以
下
の
小
規
模

保
育
の
こ
と
。
東
京
都
が
待
機

児
童
解
消
の
た
め
積
極
的
に
推

進
し
て
い
る
。

＊
レ
ス
パ
イ
ト

　

本
来
は
「
一
時
休
止
」
「
休

息
」
と
い
う
意
味
。

　

在
宅
介
護
な
ど
で
介
護
者
が

疲
れ
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
防

ぐ
た
め
に
、
要
介
護
者
を
短
期

入
院
さ
せ
た
り
、
既
に
介
護
者

が
疲
労
の
限
界
を
超
え
て
い
る

場
合
な
ど
に
病
院
や
施
設
に
一

時
的
に
移
す
こ
と
。

　

介
護
者
と
要
介
護
者
の
共
倒

れ
や
、
要
介
護
者
へ
の
虐
待
予

防
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

市
長
は
職
員
と
の
信
頼
を
構
築
し

19
万
市
民
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

知
勇
兼
備
の
指
揮
を
執
れ
！

佐　

藤　

公　

男

大　

林　

光　

昭

藤　

田　

美
智
子

小　

幡　

勝　

己

佐
々
木　

順　

一

西
東
京
市
議
会
公
明
党

用
語
の
解
説

保谷こもれびホール

障害者総合支援センター「フレンドリー」
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代表質問（4）

西東京市

総
合
計
画
と
行
財
政
改
革
に
つ

い
て

質
問　

丸
山
市
長
は
前
政
権
の

総
合
計
画
や
行
財
政
改
革
を
継

承
す
る
の
か
。

答
弁　

自
治
体
の
計
画
自
体
が

継
続
的
な
計
画
で
あ
る
こ
と
は

大
前
提
。
そ
の
中
で
「
選
択
と

集
中
」
に
よ
る
行
革
を
行
う
。

質
問　

率
直
に
今
後
の
財
政
運

営
は
大
丈
夫
な
の
か
。

答
弁　

歳
入
の
一
般
財
源
減
少

の
当
面
の
対
応
と
し
て
、
基
金

を
追
加
で
取
り
崩
す
こ
と
で
収

支
の
均
衡
を
図
る
が
、
今
後
は

執
行
管
理
の
徹
底
に
努
め
、
基

金
に
過
度
に
依
存
し
な
い
財
政

運
営
を
実
現
す
る
。

高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
に

つ
い
て

質
問　

介
護
従
事
者
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

平
成
24
年
度
の
介
護
報

酬
の
改
定
が
介
護
従
事
者
の
処

遇
の
改
善
に
反
映
さ
れ
た
か
、

保
険
者
と
し
て
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

市
は
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
設
置

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
の
か
。

答
弁　

設
置
者
に
対
し
て
東
京

都
の
補
助
制
度
等
を
活
用
で
き

る
よ
う
、
情
報
提
供
等
の
必
要

な
支
援
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
誘
致
を

図
っ
て
い
く
。

予
防
接
種
事
業
、
検
診
事
業
に

つ
い
て

質
問　

３
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予

防
接
種
と
な
り
当
市
に
お
い
て

も
無
料
化
が
実
施
さ
れ
た
が
、

そ
の
意
義
と
接
種
率
向
上
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　

疾
病
に
罹
患
し
た
際
の

重
い
後
遺
症
や
命
を
落
と
し
か

ね
な
い
疾
病
か
ら
の
予
防
、
経

済
的
負
担
感
か
ら
接
種
率
を
下

げ
な
い
等
、
総
合
的
に
判
断
し

て
、
３
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
全
額
公
費
負
担
と
し
た
。

質
問　

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
併
用
検
診
に
つ
い
て
当
市

の
考
え
を
問
う
。

答
弁　

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
実

施
体
制
の
整
備
や
新
た
な
財
政

負
担
の
必
要
も
生
じ
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
、
慎
重
に
検
討
す

る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

質
問　

現
在
市
内
の
12
施
設
が

同
じ
指
定
管
理
者
に
よ
り
管
理

運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設
の

利
用
に
つ
い
て
の
市
民
の
意
見
、

要
望
は
ど
の
よ
う
に
届
け
ら
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

毎
月
１
回
、
市
と
指
定

管
理
者
で
定
例
会
を
開
き
、
毎

月
の
実
績
や
市
民
要
望
、
苦
情

な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
連
絡
、

調
整
等
を
行
っ
て
い
る
。

商
業
振
興
事
業
に
つ
い
て

意
見　

市
内
経
済
活
性
を
目
的

と
し
た
商
業
振
興
事
業
は
持
続

的
効
果
が
得
ら
れ
る
事
業
で
あ

る
こ
と
を
望
む
。

災
害
時
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

質
問　

平
常
時
に
お
け
る
要
援

護
者
対
策
の
周
知
や
普
及
に
つ

い
て
問
う
。

答
弁　

近
隣
自
治
体
や
企
業
、

団
体
な
ど
と
平
常
時
よ
り
関
係

を
築
き
訓
練
を
行
う
な
ど
の
連

携
に
よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る

協
定
の
実
効
性
が
確
保
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

質
問　

横
浜
方
式
が
大
き
な
話

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
長
の

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
の
考

え
方
を
問
う
。

答
弁　

待
機
児
童
の
85
％
以
上

を
占
め
る
１
歳
児
、
２
歳
児
に

特
に
焦
点
を
当
て
、
受
け
入
れ

人
数
の
拡
大
を
図
る
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ

い
て

意
見　

緊
急
輸
送
道
路
は
震
災

時
の
救
急
救
命
活
動
の
生
命
線

と
な
り
、
復
旧
復
興
の
大
動
脈

の
役
割
を
担
う
。
引
き
続
き
東

京
都
と
連
携
し
て
、
緊
急
輸
送

道
路
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化
に

向
け
、
対
象
者
へ
の
戸
別
訪
問

な
ど
の
努
力
を
願
う
。

西
東
京
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て

質
問　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
で
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

答
弁　

急
速
に
普
及
の
進
む
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
対
応
を
図

り
、
パ
ソ
コ
ン
用
の
ペ
ー
ジ
の

情
報
を
更
新
す
る
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
の
ペ
ー
ジ
も
同
時
に

新
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
、

基
本
的
な
ペ
ー
ジ
の
ほ
と
ん
ど

を
連
動
さ
せ
て
情
報
の
更
新
を

行
う
。

質
問　

実
体
経
済
と
か
け
離
れ

た
と
こ
ろ
で
、
政
府
・
日
銀
が

率
先
し
て
投
機
と
バ
ブ
ル
を
あ

お
り
立
て
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

対
す
る
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

取
り
組
み
を
前
向
き
に

捉
え
状
況
を
見
守
り
た
い
。

質
問　

13
・
5
兆
円
も
の
消
費

税
大
増
税
は
中
止
す
べ
き
だ
が
、

市
長
の
見
解
は
。

答
弁　

消
費
税
増
税
は
避
け
て

は
通
れ
な
い
。

質
問　

政
府
は
原
発
事
故
収
束

宣
言
を
撤
回
し
、
除
染
と
賠
償

を
徹
底
的
に
行
い
、
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
15
万
人
の

生
活
と
健
康
に
全
面
的
に
責
任

を
持
つ
べ
き
。
原
発
再
稼
働
な

ど
論
外
で
あ
り
原
発
輸
出
政
策

は
中
止
す
べ
き
だ
。
原
発
の
40

倍
に
も
上
る
潜
在
力
を
生
か
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
か
え

る
べ
き
。

答
弁　

国
の
責
任
で
安
全
性
を

判
断
し
て
い
く
も
の
。

質
問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日
本
農
業
を

壊
滅
さ
せ
、
国
民
皆
保
険
を
破

壊
し
、
食
の
安
全
を
脅
か
す
。

日
本
医
師
会
も
反
対
し
て
い
る
。

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

動
向
を
見
守
る
。

質
問　

沖
縄
の
よ
う
に
人
口
密

集
地
域
に
軍
隊
を
駐
留
さ
せ
、

横
田
・
厚
木
・
横
須
賀
と
首
都

圏
に
外
国
基
地
を
抱
え
て
い
る

国
は
な
い
。
安
保
条
約
に
か
え

て
対
等
・
平
等
の
日
米
友
好
条

約
を
結
ぶ
べ
き
。

答
弁　

国
は
負
担
軽
減
を
進
め

て
い
く
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

質
問　

自
民
党
、
維
新
の
会
、

み
ん
な
の
党
な
ど
の
改
憲
派
の

目
的
は
憲
法
９
条
を
改
定
し
、

日
本
を
米
国
と
と
も
に
海
外
で

戦
争
す
る
国
に
変
え
る
こ
と
に

あ
る
。
９
条
を
守
り
、
ア
ジ
ア･

世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る
日
本

を
つ
く
る
べ
き
。
ま
た
、
過
去

の
侵
略
戦
争
と
植
民
地
支
配
を

正
当
化
す
る
論
評
が
国
際
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
安
倍
首
相
は

植
民
地
支
配
と
侵
略
を
認
め
よ

う
と
し
な
い
。
維
新
の
会
の
橋

下
共
同
代
表
は
「
慰
安
婦
は
必

要
だ
っ
た
」
と
い
う
暴
言
を
吐

い
た
。
憲
法
と
歴
史
認
識
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　

時
間
を
か
け
て
議
論
を

深
め
て
い
く
べ
き
問
題
で
あ
る
。

質
問　

自
治
体
の
役
割
は
、
国

や
都
の
悪
政
か
ら
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
。
国
庫
負
担

金
・
補
助
金
と
地
方
交
付
税
の

削
減
に
反
対
し
、
自
治
権
の
拡

充
と
税
源
の
移
譲
を
国
に
強
く

求
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。

答
弁　

「
選
択
と
集
中
」
を
実

現
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

質
問　

憲
法
と
地
方
自
治
法
を

市
政
に
生
か
す
こ
と
、
内
心
の

自
由
を
尊
重
し
、
日
の
丸
・
君

が
代
の
強
制
は
行
わ
な
い
こ
と

が
人
権
・
平
和
施
策
の
重
要
な

柱
と
考
え
る
が
。

答
弁　

平
和
事
業
を
市
民
の
協

力
と
参
加
の
も
と
継
続
す
る
。

質
問　

保
育
体
制
も
設
備
も
整

っ
て
い
る
公
設
公
営
の
認
可
保

育
園
の
建
設
を
求
め
る
。

答
弁　

今
年
４
月
の
待
機
児
童

数
は
昨
年
よ
り
６
名
減
少
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

が
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

意
見　

が
ん
検
診
の
無
料
制
の

継
続
を
求
め
る
。
受
益
者
負
担

に
つ
い
て
諮
問
す
べ
き
で
な
い
。

質
問　

介
護
保
険
料
・
利
用
料

の
市
独
自
の
軽
減
策
を
拡
充
す

る
よ
う
求
め
る
。

答
弁　

財
源
等
の
問
題
も
あ
り

国
の
動
向
等
を
注
視
す
る
。

質
問　

高
齢
者
介
護
施
設
の
増

設
・
拡
充
を
進
め
よ
。

答
弁　

当
市
は
充
足
し
て
い
る
。

意
見　

市
長
に
な
っ
て
最
初
の

削
減
が
お
年
寄
り
を
敬
う
敬
老

金
と
敬
老
行
事
補
助
金
と
は
、

あ
ま
り
に
冷
た
い
市
政
だ
。

質
問　

地
球
温
暖
化
対
策
は
人

類
の
存
亡
に
か
か
わ
る
問
題
だ
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
促

進
に
向
け
た
市
の
施
策
拡
充
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

前
年
度
と
同
様
の
事
業

を
継
続
す
る
。

質
問　

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の

地
区
計
画
区
域
並
び
に
周
辺
地

域
の
良
好
な
景
観
形
成
を
。

答
弁　

一
番
通
り
商
店
街
の
西

側
を
含
め
検
討
す
る
。

質
問　

東
京
都
自
然
環
境
保
全

審
議
会
で
「
東
京
大
学
西
東
京

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
は
条
件

を
付
し
て
許
可
相
当
で
あ
る
」

と
の
答
申
が
さ
れ
た
。
東
大
農

場
・
演
習
林
の
自
然
保
護
の
た

め
、
３
・
４
・
９
号
線
の
中
止

を
求
め
て
き
た
者
に
と
っ
て
大

変
残
念
な
結
果
だ
。
許
可
条
件

に
対
す
る
対
応
を
伺
う
。

答
弁　

猛
禽
類
の
生
息
状
況
に

異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
工
事

を
中
止
す
る
な
ど
適
切
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
状
況
を
専
門

家
に
報
告
し
、
保
護
対
策
に
つ

い
て
東
京
都
と
協
議
し
、
指
示

に
従
う
と
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

日
本
経
済
の
「
根
幹
」

で
あ
る
中
小
企
業
に
対
し
、
本

格
的
な
支
援
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
。
中
小
企
業
の
仕
事
を
増

や
す
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
を
実
施
せ
よ
。
ま
た
、
市
発

注
の
事
業
で
働
く
人
の
権
利
を

保
障
す
る
公
契
約
条
例
を
制
定

せ
よ
。

答
弁　

慎
重
に
対
応
す
る
。

質
問　

都
は
、
小
1
プ
ロ
ブ
レ

ム
・
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
た

め
35
人
以
下
学
級
に
踏
み
出
し

た
。
今
、
保
護
者
間
で
は
小
３

シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
ま
で
生

ま
れ
て
い
る
。
少
人
数
学
級
を

小
中
全
学
年
で
、
せ
め
て
小
学

３
年
生
ま
で
は
実
施
す
べ
き
。

答
弁　

都
の
学
級
編
制
基
準
に

基
づ
き
行
っ
て
い
く
。

意
見　

２
学
期
制
の
試
行
を
中

止
し
全
校
３
学
期
制
と
す
る
こ

と
、
小
中
一
貫
校
は
導
入
し
な

い
こ
と
、
学
校
選
択
制
の
廃
止

を
求
め
る
。
い
ず
れ
も
先
行
事

例
は
競
争
教
育
の
背
景
の
も
と

で
行
わ
れ
た
。

質
問　

子
ど
も
た
ち
の
心
を
育

む
た
め
、
本
に
親
し
む
環
境
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
学
校
図
書

館
司
書
を
１
校
１
名
配
置
に
す

る
よ
う
求
め
る
。

答
弁　

市
財
政
を
考
慮
し
、
対

応
す
る
。

市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
政
策

今
後
の
行
財
政
改
革
へ
期
待
す
る

西
東
京
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

森　
　
　

信　

一

石　

塚　

真
知
子

坂　
井　
か
ず
ひ
こ

市
長
は
自
公
政
権
言
い
な
り
か
！

　

市
民
の
目
線
で
暮
ら
し
を
守
れ

倉　

根　

康　

雄

保　

谷　

清　

子

藤　

岡　

智　

明

安　

斉　

慎
一
郎

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

西東京市スポーツセンター

太陽光発電システム（田無庁舎屋上）



代表質問（5）、会議の開催状況

西東京市

第 57 号（6）平 成 25 年 8 月 15 日　発行

会

議

の

開

催

状

況

会

議

の

開

催

状

況

４
月

22
日

23
日

５
月

16
日

23
日

28
日

31
日

６
月

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

25
日

議
会
運
営
委
員
会

議
会
報
編
集
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会
、
会
派
代
表
者
会
議

議
会
運
営
委
員
会

第
２
回
定
例
会
・
本
会
議
（
施
政
方
針
、
議
案
等
上

程
～
議
決
、
付
託
）
、
予
算
特
別
委
員
会
（
正
副
委

員
長
互
選
・
理
事
会
）
、
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会

報
編
集
委
員
会

本
会
議
（
代
表
質
問
）

本
会
議
（
代
表
質
問
）

本
会
議
（
代
表
質
問
）

本
会
議
（
代
表
質
問
・
一
般
質
問
）

文
教
厚
生
委
員
会
、
建
設
環
境
委
員
会

企
画
総
務
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
、
会
派
代
表
者
会
議

予
算
特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

本
会
議
（
委
員
会
審
査
報
告
、
市
長
・
議
員
提
出
議

案
上
程
～
議
決
）
、
議
会
運
営
委
員
会

質
問　

田
無
駅
南
口
地
域
の
総

合
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、
田

無
駅
南
口
駅
前
広
場
を
市
の
表

玄
関
と
し
て
し
っ
か
り
と
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
３
・

４
・
24
号
線
及
び
３
・
３
・
３

号
線
の
整
備
も
同
時
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
庁
舎
統

合
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
検

討
を
進
め
る
べ
き
。

答
弁　

田
無
駅
南
口
駅
前
広
場

に
関
し
て
は
、
今
年
度
、
都
市

計
画
決
定
区
域
の
変
更
を
行
う

た
め
に
駅
前
広
場
概
略
設
計
委

託
を
実
施
す
る
。
今
後
、
地
元

の
皆
様
に
丁
寧
な
説
明
を
行
い

な
が
ら
合
意
形
成
に
努
め
て
い

く
。
ま
た
、
統
合
庁
舎
の
位
置

を
含
め
て
、
庁
舎
統
合
方
針
を

決
定
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

質
問　

小
規
模
小
学
校
４
校
の

統
廃
合
問
題
は
、
昨
年
の
第
４

回
定
例
会
に
お
い
て
、
陳
情
が

採
択
さ
れ
て
か
ら
の
半
年
間
の

教
育
委
員
会
側
の
対
応
が
適
切

で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

市
民
に
寄
り
添
う
気
持
ち
を
持

っ
て
、
真
摯
に
市
民
に
向
き
合

う
べ
き
。

答
弁　

平
成
25
年
度
に
新
１
年

生
と
な
る
未
就
学
児
の
保
護
者

に
対
し
て
は
、
統
廃
合
の
校
名

公
表
延
期
に
な
っ
た
旨
の
説
明

会
を
開
催
し
た
。
そ
れ
以
外
の

皆
様
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
、

お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
で
き
る
範
囲
で
お
答
え

し
て
い
る
。

質
問　

地
方
公
務
員
の
給
与
削

減
を
前
提
と
し
て
地
方
交
付
税

が
減
額
さ
れ
、
７
月
か
ら
西
東

京
市
も
給
与
削
減
し
な
け
れ
ば
、

３
億
８
千
万
円
の
影
響
額
が
あ

る
。
国
家
公
務
員
並
み
の
7.8
％

の
給
与
削
減
に
つ
い
て
市
の
見

解
は
。

答
弁　

臨
時
特
例
法
の
趣
旨
を

踏
ま
え
れ
ば
、
給
与
削
減
の
影

響
は
、
市
長
を
は
じ
め
と
し
た

特
別
職
の
み
で
は
な
く
、
一
般

職
員
や
非
常
勤
特
別
職
な
ど
広

範
囲
に
わ
た
る
可
能
性
が
あ
り
、

平
均
7.8
％
と
い
う
大
幅
な
も
の

で
あ
る
の
で
、
苦
慮
し
て
い
る
。

質
問　

は
な
バ
ス
事
業
は
、
料

金
改
定
を
行
う
予
定
だ
が
、
高

齢
者
へ
の
配
慮
は
必
要
だ
。 

答
弁　

75
歳
以
上
の
市
民
の
方

に
敬
老
回
数
券
を
販
売
し
、
実

質
的
に
100
円
利
用
を
可
能
と
し

た
。 

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
副
反

応
に
つ
い
て

質
問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
子
ど

も
に
深
刻
な
副
反
応
が
出
た
と

訴
え
る
親
た
ち
が
被
害
者
連
絡

会
を
結
成
し
、
厚
労
省
も
検
討

部
会
を
開
く
な
ど
マ
ス
コ
ミ
で

大
き
く
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
親

御
さ
ん
の
不
安
や
心
配
の
声
に

市
は
ど
う
向
き
合
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
市
内
で
は
副
反
応

事
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
だ
が
、
臨
時
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

副
反
応
の
問
題
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
情
報
提

供
を
行
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
関
す
る
相
談
は
従
前
か
ら
健

康
課
で
受
け
付
け
て
お
り
、
引

き
続
き
丁
寧
な
対
応
を
と
ら
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見　

厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
だ
け
で

何
の
説
明
も
注
釈
も
な
い
。
親

御
さ
ん
の
不
安
や
心
配
に
応
え

る
情
報
提
供
と
言
え
る
か
疑
問

だ
。
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
情

報
提
供
を
求
め
る
。

質
問　

そ
も
そ
も
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
徹
底
す
れ
ば
、
無
理
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
る
必
要
は

な
い
と
の
専
門
家
の
意
見
も
あ

る
が
、
市
の
考
え
方
は
。

答
弁　

本
年
４
月
か
ら
、
小
学

６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
の
女

子
を
対
象
と
す
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
定
期
接
種
と
な
っ
た
。
ま

た
、
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
２
年

ご
と
に
検
診
を
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
両
輪
と
し
て
組
み

合
わ
せ
、
よ
り
効
果
が
期
待
で

き
る
と
考
え
る
。

意
見　

両
輪
と
い
い
な
が
ら
実

際
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
６
割

を
超
え
て
い
る
一
方
で
、
検
診

質
問　

市
長
の
人
権
、
平
和
、

歴
史
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
人
権
を
理
解
し
、
全
て
の
人

が
人
権
意
識
を
高
め
る
こ
と
は

重
要
な
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い

る
。
ま
た
、
戦
争
を
体
験
さ
れ

た
方
々
が
高
齢
化
す
る
中
で
、

そ
の
体
験
を
若
い
世
代
に
継
承

す
る
と
と
も
に
、
平
和
意
識
を

高
め
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
平
和
を
と
う
と
ぶ
社
会

の
実
現
に
努
め
て
い
き
た
い
。

歴
史
認
識
に
つ
い
て
は
、
過
去

の
戦
争
に
お
い
て
隣
国
や
周
辺

国
に
多
大
な
損
害
を
与
え
た
こ

と
に
対
す
る
反
省
に
立
ち
、
戦

後
か
ら
今
日
ま
で
に
か
け
て
の

日
本
が
あ
る
と
、
理
解
し
て
い

る
。

質
問　

莫
大
な
税
金
を
投
入
し

て
行
わ
れ
る
庁
舎
整
備
に
当
た

っ
て
の
市
民
参
加
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
多
様
な
市
民
の

合
意
を
取
り
つ
け
て
い
く
の
は

至
難
の
わ
ざ
。
ど
の
よ
う
に
意

見
を
聞
い
た
か
、
整
備
計
画
へ

ど
う
反
映
で
き
た
か
、
で
き
な

か
っ
た
か
を
、
ど
う
説
明
し
て

い
く
の
か
。
庁
舎
整
備
は
10
年

ス
パ
ン
の
取
り
組
み
。
そ
の
時

期
に
大
人
に
な
る
世
代
の
人
た

ち
の
参
画
で
庁
舎
整
備
を
進
め

て
い
く
視
点
が
必
要
。
見
解
は
。

答
弁　

今
後
、
全
市
的
な
問
題

と
し
て
議
論
を
深
め
て
い
く
中

で
、
柔
軟
か
つ
丁
寧
な
対
応
を

心
が
け
た
い
。
本
庁
舎
の
課
題

は
、
全
市
的
な
合
意
が
必
要
。

市
民
に
対
す
る
適
切
な
双
方
向

の
情
報
提
供
や
市
民
参
加
の
推

進
、
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
。
市
民
参
加
、
市
民
意
見

の
反
映
は
、
積
極
的
に
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
将
来
を
担

う
世
代
が
参
画
で
き
る
取
り
組

み
を
検
討
す
る
。

質
問　

ケ
ア
ラ
ー
（
家
族
介
護

者
）
の
市
民
の
会
の
把
握
状
況

と
、
市
は
ど
の
よ
う
な
か
か
わ

り
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

市
内
に
は
認
知
症
の
家

族
会
が
あ
り
、
月
１
回
開
か
れ

る
定
例
会
に
は
、
市
の
職
員
も

必
要
に
応
じ
て
出
席
し
て
い
る
。

家
族
会
代
表
者
を
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
等
運
営
委
員
会
の
委

員
に
委
嘱
。
介
護
者
に
対
し
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
圏
域
ご
と
に
家
族
介
護
者
の

集
い
を
開
催
し
、
日
々
の
思
い

を
安
心
し
て
話
し
合
え
る
場
を

市
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。

質
問　

地
域
開
拓
促
進
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
具
体
的
役
割
は
。

答
弁　

就
労
希
望
者
の
掘
り
起

こ
し
と
、
企
業
側
に
対
す
る
障

が
い
者
雇
用
へ
の
ア
プ
ロ―

チ

を
行
い
、
障
が
い
者
就
労
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
な
ど
、

障
が
い
者
が
一
般
就
労
へ
と
向

か
う
環
境
整
備
を
進
め
る
役
割

を
担
う
。
周
辺
地
域
に
お
け
る

職
場
開
拓
と
地
域
で
の
雇
用
の

確
保
等
が
一
層
進
む
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
今
後
も
一
般
就

労
の
機
会
の
拡
大
と
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
支
援
を
行
い

た
い
。

の
受
診
率
は
２
割
を
切
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
検
診
よ

り
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
重
視
し

て
い
る
と
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う

検
診
の
受
診
率
向
上
に
取
り
組

む
べ
き
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
法

律
に
基
づ
く
定
期
接
種
に
な
っ

た
と
し
て
も
接
種
の
判
断
を
迫

ら
れ
る
の
は
当
事
者
で
あ
る
親

と
子
供
で
あ
る
。
国
は
副
反
応

が
疑
わ
れ
る
症
例
を
し
っ
か
り

集
め
て
、
発
生
の
頻
度
や
、
そ

れ
が
多
い
の
か
少
な
い
の
か
判

断
で
き
る
情
報
を
提
示
す
べ
き
。

丸
山
市
長
の
政
治
姿
勢
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
問
う
!!

み
ん
な
の
党
西
東
京

人
権
、
平
和
、
市
長
の
認
識
は
？

ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
の
充
実
を
！

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

小　

峰　

和　

美

石　

田　

し
こ
う

森　

田　

い
さ
お

大　

友　

か
く
子

石　

田　

ひ
ろ
こ

田無駅南口



第 57 号（7）

一般質問、委員会の審査から

西東京市

　

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と
し

て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
第

２
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
子
ど
も
福
祉
審
議
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
市
か
ら
の
説
明
】
平
成
24
年

８
月
に
公
布
さ
れ
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
基
づ

き
、
子
ど
も
福
祉
審
議
会
の
名

称
及
び
組
織
を
改
正
す
る
も
の
。

市
町
村
は
「
市
町
村
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策

定
が
法
定
化
さ
れ
、
地
域
の
子

ど
も
及
び
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
る
こ
と
、
「
地
方

版
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の

設
置
に
努
め
る
こ
と
、
ま
た
、

会
議
の
構
成
員
に
、
教
育
・
保

育
の
関
係
者
、
子
ど
も
の
保
護

者
の
参
画
に
配
慮
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
条

例
を
改
正
し
、
「
地
方
版
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
の
役
割
を

持
っ
た
新
審
議
会
を
設
置
す
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

審
議
会
で
人
選
を
新
た
に

す
る
の
か
。

答　

現
行
の
学
識
経
験
者
に
加

え
、
子
ど
も
が
幼
稚
園
・
保
育

園
・
学
童
ク
ラ
ブ
に
通
っ
て
い

る
保
護
者
を
想
定
し
、
公
募
に

に
調
整
し
て
い
き
た
い
。

問　

意
見
交
換
の
具
体
的
な
計

画
は
。

答　

意
見
交
換
に
つ
い
て
は
、

意
識
調
査
を
行
う
の
と
並
行
し

て
実
施
し
た
い
。
開
催
に
つ
い

て
も
複
数
回
で
、
学
校
と
日
程

調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　

最
も
大
事
な
の
は
子
ど
も

た
ち
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答　

延
期
し
た
こ
と
に
つ
い
て

説
明
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅

く
な
っ
た
。
で
き
る
だ
け
早
く

具
体
的
な
方
向
性
を
示
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
意
識
調
査
や
意
見
交

換
の
場
を
設
け
る
と
か
、
陳
情

者
と
懇
談
し
、
意
見
を
聞
く
と

い
う
こ
と
も
大
事
で
は
。

答　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

で
き
る
だ
け
機
会
を
持
っ
て
い

き
た
い
。

問　

今
回
の
統
廃
合
に
お
け
る

教
育
委
員
会
と
し
て
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
教
育
的
視
点
は
何
か
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
つ

い
て
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立

ち
、
環
境
の
向
上
を
目
指
す
と

い
う
と
こ
ろ
が
大
き
な
狙
い
で

あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
本
部
条
例
」

【
市
か
ら
の
説
明
】
国
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
制
定
す
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時

に
国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、

国
民
の
生
活
や
経
済
へ
の
影
響

を
最
小
と
す
る
た
め
の
特
別
措

置
法
が
制
定
さ
れ
た
。
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣

言
が
さ
れ
た
と
き
は
、
市
町
村

は
対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
、
対
策
本
部
に
関

し
必
要
な
事
項
は
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
、
条
例
を
制
定

す
る
。

　

ま
た
、
同
法
に
よ
っ
て
、
市

町
村
長
は
行
動
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
、
市
は
東
京
都
が
策
定
す

る
行
動
計
画
に
基
づ
い
て
、
市

の
行
動
計
画
を
作
成
す
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

対
策
本
部
の
構
成
は
。

答　

部
長
級
職
員
、
議
会
事
務

局
長
、
西
東
京
消
防
署
長
等
を

想
定
し
て
い
る
。

問　

本
部
に
部
を
置
く
と
あ
る

が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
も

の
か
。

答　

庁
内
の
各
部
を
そ
の
ま
ま

網
羅
し
た
部
の
編
成
を
考
え
て

い
る
。

問　

「
国
の
職
員
そ
の
他
市
の

職
員
以
外
の
者
を
会
議
に
出
席

さ
せ
た
と
き
は
、
当
該
出
席
者

に
対
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の

趣
旨
は
。

答　

医
療
関
係
者
や
警
察
関
係

者
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

問　

医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、

薬
剤
師
会
、
多
摩
小
平
保
健
所

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

今
後
の
行
動
計
画
の
中
で

決
定
し
て
い
く
。
市
の
対
策
本

部
に
は
総
合
調
整
的
な
機
能
が

あ
る
。

問　

防
災
訓
練
な
ど
の
中
で
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
想
定
し

た
訓
練
は
行
う
の
か
。

答　

行
動
計
画
等
が
整
っ
て
、

体
制
が
整
っ
た
時
点
で
訓
練
等

も
想
定
し
て
い
く
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
市
か
ら
の
説
明
】

　

東
京
都
に
お
い
て
退
職
手
当

の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
同
様
の
改
正
を
す
る

も
の
。
退
職
手
当
の
支
給
率
を

東
京
都
に
準
じ
て
引
き
下
げ
る

と
と
も
に
、
新
た
に
退
職
手
当

の
調
整
額
を
導
入
す
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

見
直
し
に
よ
る
一
人
当
た

り
の
影
響
額
及
び
人
件
費
全
体

へ
の
影
響
額
は
。

答　

一
人
当
た
り
の
影
響
額
は
、

190
万
円
、
人
件
費
全
体
の
影
響

額
は
約
４
千
万
円
で
あ
る
。

問　

退
職
手
当
の
見
直
し
は
定

期
的
に
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

答　

合
併
当
初
は
、
退
職
手
当

が
62
・
７
月
で
あ
っ
た
が
、
59

・
2
月
に
減
額
し
て
い
る
。

問　

見
直
し
に
よ
り
短
期
間
に

退
職
者
が
ふ
え
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な

い
の
か
。

答　

経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
駆
け
込
み
の
退
職
者

を
防
ぐ
制
度
設
計
と
し
た
。

問　

職
員
団
体
と
の
交
渉
は
ど

の
よ
う
に
な
さ
れ
て
き
た
の
か
。

答　

職
員
団
体
と
は
数
年
前
か

ら
退
職
手
当
の
調
整
額
の
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
の
議
論

を
重
ね
、
今
回
の
見
直
し
の
と

お
り
協
議
が
妥
結
し
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

よ
り
行
い
た
い
。

問　

学
童
、
保
育
園
な
ど
の
代

表
者
が
い
る
と
こ
ろ
に
も
公
募

す
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

市
民
参
加
条
例
で
の
公
募

を
原
則
と
し
て
い
る
。
学
童
、

保
育
園
に
は
代
表
者
が
い
る
が
、

私
立
幼
稚
園
に
は
い
な
い
の
で

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

問　

子
育
て
支
援
事
業
計
画
策

定
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

答　

ニ
ー
ズ
調
査
を
８
月
か
ら

11
月
中
旬
に
か
け
て
行
い
、
３

月
ま
で
に
ま
と
め
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
小
規
模
校
（
住
吉
小
・
泉
小

・
保
谷
小
・
本
町
小
）
統
廃
合

に
関
す
る
市
教
育
委
員
会
と
関

係
保
護
者
と
の
意
見
交
換
の
場

を
求
め
る
陳
情
」

【
市
か
ら
の
説
明
】
統
廃
合
の

校
名
発
表
等
の
説
明
会
を
当
初

の
１
月
か
ら
延
期
し
、
そ
の
旨

を
対
象
者
に
通
知
、
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
24
年
第
４
回
定

例
会
で
採
択
さ
れ
た
陳
情
の
趣

旨
を
踏
ま
え
て
、
小
規
模
４
校

の
全
保
護
者
等
市
民
の
統
廃
合

に
関
す
る
意
識
を
確
認
す
る
た

め
、
大
規
模
な
意
識
調
査
の
手

法
を
検
討
し
、
予
算
措
置
を
図

る
た
め
、
対
象
者
の
範
囲
な
ど

を
精
査
し
て
き
た
。
ま
た
、
保

護
者
か
ら
、
意
識
調
査
に
よ
る

意
見
聴
取
だ
け
で
は
な
く
、
直

接
、
意
見
交
換
を
す
る
場
の
設

定
の
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
意
見
交
換
の
場
は
、
意
識

調
査
の
実
施
と
あ
わ
せ
て
、
夏

ご
ろ
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
学

校
等
と
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

保
護
者
の
意
見
を
ア
ン
ケ

ー
ト
に
お
い
て
ど
う
吸
い
上
げ

て
い
く
の
か
。
一
方
的
で
は
な

い
よ
う
な
形
で
、
反
映
す
る
こ

と
が
可
能
な
の
か
。

答　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

で
き
る
だ
け
願
意
に
沿
う
よ
う

生
活
困
窮
者
対
策
に
つ
い
て

質
問　

生
活
困
窮
者
の
背
景
に

は
非
正
規
雇
用
等
の
低
所
得
の

み
な
ら
ず
、
孤
立
、
疾
病
、
精

神
疾
患
、
発
達
障
が
い
に
よ
る

情
緒
問
題
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
山
積
し
て
い
る
。
し
か
し
第

二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
検
討
さ
れ
て
い
る
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
は
、
就
労
自
立

が
可
能
な
限
ら
れ
た
人
の
み
を

対
象
に
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

市
は
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
を

は
じ
め
、
ど
の
よ
う
に
課
題
整

理
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁　

法
定
の
市
の
必
須
事
業

は
自
立
相
談
・
支
援
事
業
、
住

宅
確
保
給
付
金
の
支
給
だ
。
今

後
国
の
動
向
を
注
視
し
庁
内
横

断
的
に
課
題
を
検
討
し
て
い
く
。

庁
舎
統
合
問
題
に
つ
い
て

質
問　

今
年
度
中
に
庁
舎
統
合

方
針
を
出
す
よ
う
だ
が
、
物
理

的
合
理
的
配
慮
だ
け
で
決
定
で

き
る
問
題
だ
と
は
思
え
な
い
。

市
民
意
思
は
統
合
決
定
過
程
で

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答
弁　

市
の
行
政
面
積
を
考
え

１
庁
舎
が
妥
当
と
考
え
る
。
全

市
的
な
市
民
合
意
な
く
し
て
進

め
ら
れ
な
い
事
業
な
の
で
、
双

方
向
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

発
達
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

質
問　

発
達
障
が
い
は
早
期
発

見
・
早
期
対
応
と
切
れ
目
の
な

い
支
援
が
重
要
だ
。
子
育
て
・

教
育
・
障
が
い
３
分
野
の
連
携

に
よ
る
支
援
態
勢
構
築
は
。

答
弁　

関
係
部
署
と
の
連
携
は

検
討
課
題
で
あ
る
。

庁
舎
問
題
に
つ
い
て

質
問　

市
長
は
本
庁
舎
問
題
を

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
強
く
認

識
し
、
基
金
の
設
置
を
目
指
す

と
し
て
い
る
。
本
庁
舎
整
備
基

礎
調
査
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、

こ
れ
を
も
と
に
市
民
へ
説
明
を

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
長

の
考
え
は
。

答
弁　

本
市
の
行
政
面
積
を
考

え
る
と
１
庁
舎
体
制
が
妥
当
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
庁
舎

の
老
朽
化
等
の
問
題
も
踏
ま
え

る
と
早
急
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
今
後
皆
様
と
議

論
を
深
め
て
い
く
中
で
柔
軟
か

つ
丁
寧
な
対
応
に
努
め
、
庁
舎

統
合
方
針
の
決
定
を
目
指
し
た

い
。
ま
た
、
多
額
の
資
金
を
要

す
る
事
業
と
見
込
ん
で
お
り
、

そ
の
財
源
に
つ
い
て
は
地
方
債

と
あ
わ
せ
て
相
当
程
度
の
一
般

財
源
の
準
備
も
必
要
に
な
る
。

庁
舎
整
備
に
当
た
っ
て
は
資
金

面
で
の
準
備
行
為
と
し
て
庁
舎

整
備
基
金
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

意
見　

合
併
後
10
年
間
は
両
庁

舎
を
使
用
し
て
き
た
。
両
庁
舎

の
老
朽
化
や
、
耐
用
年
数
、
耐

震
な
ど
の
問
題
は
あ
る
が
、
現

在
２
庁
舎
体
制
で
市
民
が
不
利

益
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

市
民
益
に
か
な
っ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
庁
舎
問
題
に
つ
い
て
急

ぐ
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
。

多
額
の
費
用
も
か
か
り
優
先
順

位
の
低
い
政
策
だ
と
考
え
る
。

２
庁
舎
の
延
命
策
を
検
討
し
、

手
を
入
れ
存
続
す
べ
き
。

委
員
会
の
審
査
か
ら

 

文
教
厚
生
委
員
会

 

建
設
環
境
委
員
会

 

企
画
総
務
委
員
会

丸
山
市
政
任
期
４
年
は
行
革
断
行
！

政
策
見
え
ず
市
民
負
担
ば
か
り
？

桐
山　

ひ
と
み
（
無
所
属
）

生
活
保
護
費
一
般
会
計
１
割
超
の
時
代

現
実
的
な
視
点
で
生
活
困
窮
者
対
策
を

納
田　

さ
お
り
（
無
所
属
）
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歳入 歳出

市税
298億597万円
44.1% 国庫支出金

99億5,724万円
14.7% 

都支出金
79億6,295万円
11.8% 

市債
57億9,090万円
8.6% 

地方交付税
44億4,700万円
6.6%

繰入金
36億4,767万円
5.4%

地方消費税交付金
17億1,600万円
2.5%

分担金及び負担金
8億1,039万円
1.2% 

使用料及び手数料
6億6,649万円
1.0% 

諸収入
7億2,403万円
1.1% 

その他
20億7,336万円
3.1%

民生費
326億9,382万円
48.4% 

土木費
64億350万円
9.5%

公債費
67億7,708万円
10.0%

教育費
67億2,480万円
9.9%

総務費
65億2,789万円
9.7%

衛生費
51億1,311万円
7.6%

消防費
24億2,813万円　3.6% 

議会費
4億8,101万円　0.7%

商工費
2億6,185万円　0.4% 

農林費
9,575万円　0.1%

その他
9,505万円　0.1%

※住民1人当たりの金額は、平成25年6月1日現在の人口(197,765人)で計算しています。
※1世帯当たりの金額は、平成25年6月1日現在の世帯数(91,760世帯)で計算しています。
※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

予算総額 676億200万円 住民１人当たり　34万円
１世帯当たり　　74万円

国民健康保険特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計

中 小 企 業 従 業 員 退 職 金 等
共 済 事 業 特 別 会 計

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

一 般 会 計
会 計 区 分

特 別 会 計

合 　 　 計
38億1,141万円

676億200万円
414億4,617万円
197億2,699万円
45億2,752万円
1億4,869万円
1億4,206万円

130億8,951万円

1,090億4,817万円

平成25年度予算額 平成24年度予算額

2.9%

1.3%
5.4%
3.2%
16.3%
80.1%
△8.4%
5.8%

2.8%

伸び率

37億408万円

667億1,700万円
393億1,750万円
191億1,485万円
38億9,176万円

8,255万円
1億5,506万円

123億6,919万円

1,060億3,450万円

・
市
税
、
保
育
料
、
学
童
ク
ラ
ブ
育
成
料
等
の

徴
収
努
力
、
悪
質
滞
納
者
へ
の
対
応
及
び
徴

収
率
向
上
の
目
標
の
根
拠
に
つ
い
て

・
18
億
円
の
歳
出
超
過
に
対
す
る
暫
定
予
算
成

立
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
い
こ
い
ー
な
普
及
促
進
に
よ
る
西
東
京
市
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
つ
い
て

・
ま
ち
づ
く
り
整
備
基
金
積
立
金
と
庁
舎
統
合

の
財
源
、
市
民
意
見
聴
取
の
た
め
の
デ
ー
タ

に
つ
い
て

・
市
た
ば
こ
税
収
入
と
庁
内
の
分
煙
に
つ
い
て

・
障
害
者
虐
待
防
止
法
施
行
体
制
整
備
事
業
の

市
と
し
て
の
事
業
内
容
、
窓
口
体
制
に
つ
い

て
・
保
育
園
待
機
児
の
推
移
、
今
後
の
対
策
、
横

浜
市
の
待
機
児
ゼ
ロ
対
策
の
分
析
に
つ
い
て

及
び
待
機
児
童
解
消
に
対
す
る
基
本
的
考
え

方
に
つ
い
て

・
ス
マ
ー
ト
保
育
の
準
備
経
費
計
上
と
ス
タ
ー

ト
時
点
か
ら
の
将
来
を
見
据
え
た
要
綱
作
成

に
つ
い
て

・
敬
老
金
贈
呈
事
業
77
歳
廃
止
の
経
緯
、
他
市

の
状
況
、
市
民
・
関
係
市
民
団
体
の
意
見
聴

取
に
つ
い
て

・
乳
幼
児
健
診
事
業
の
バ
ス
運
行
廃
止
と
健
診

場
所
に
つ
い
て

・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
の
国
の
積
極
的
接
種
勧

奨
の
差
し
控
え
に
対
す
る
今

後
の
対
応
、
医
師
会
の
動
向

に
つ
い
て

・
小
型
電
化
機
器
の
回
収
コ
ス

ト
と
市
の
歳
入
に
つ
い
て

・
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
メ
ニ
ュ
ー
認

定
事
業
に
対
す
る
市
民
・
著

名
人
の
参
加
等
、
今
後
の
展

開
に
つ
い
て

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の

事
業
内
容
、
関
連
イ
ベ
ン
ト

事
業
の
皆
減
・
事
業
者
１
％

負
担
の
理
由
、
事
務
事
業
評

価
の
判
断
基
準
と
次
年
度
以

降
の
考
え
方
及
び
費
用
対
効

果
の
検
証

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に

対
す
る
地
域
交
通
会
議
で
の

課
題
の
説
明
責
任
及
び
敬
老

回
数
券
発
行
を
75
歳
か
ら
70

歳
と
し
た
場
合
の
市
負
担
増

の
試
算
に
つ
い
て

・
３
・
４
・
11
号
線
の
沿

道
地
区
計
画
の
進
捗
状
況

と
３
・
２
・
６
号
線
と

３
・
４
・
11
号
線
開
通
に
よ

る
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
災
害
時
要
援
護
者
登
録
の
今

後
の
流
れ
と
、
中
長
期
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
及
び
災
害
対
策
基

本
法
改
正
に
よ
る
個
人
情
報

保
護
の
関
係
に
つ
い
て

・
小
学
校
空
調
設
備
整
備
工
事

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
統
廃
合

４
校
の
対
応
に
つ
い
て

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

【
結
果
】
以
上
、
賛
成
多
数
で

可
決

◆
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等

共
済
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
以
上
、
賛
成
全
員
で

可
決

平 成 25 年 度 当 初 予 算 審 査 の 概 要
◆
一
般
会
計

【
市
か
ら
の
説
明
】  

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
676
億
200
万
円
と
定
め
、
債
務
負
担
行
為
は
、
都
市

計
画
道
路
事
業
用
地
購
入
費
な
ど
26
件
を
予
定
。
地
方
債
は
、

南
町
六
丁
目
地
内
雨
水
対
策
事
業
な
ど
10
事
業
で
、
57
億
９

千
90
万
円
の
借
入
限
度
額
を
予
定
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
財
政
調
整
基
金
残
額
減
の
問
題
意
識
と
基
金
回
復
方
法
に

つ
い
て

一般会計歳入・歳出の内訳

一般会計・特別会計予算比較表

平成24年度政務調査費（政務活動費）の収支概要（平成24年４月～平成25年３月）
地方自治法の改正に伴い、西東京市議会の政務調査費の交付に関する条例を改正しました。
この改正により「政務調査費」から「政務活動費」に呼称を変更するとともに、その収支の内容について、議会だよりのほか市ホームページ等で公開することとしました。
この号では平成24年度政務調査費の収支内容について報告します。
なお、平成25年度以降は「政務活動費」として交付いたします（一部を除く。※１）。

単位：円政務調査費（平成24年４月分～平成25年３月分）

※１ 市議会議員補欠選挙により平成25年２月３日付けで当選した議員（１名）が所属する会派に対し、１カ月分の「政務活動費（平成25年３月分　２万円）」を交付しました（この政務活動費での支出はなく、
全額返還となりました。上記表中の「交付額」「返還額」には含んでいません。）

※２ 「政務調査費」は、会派の所属人数に応じ交付され、１人当たり年額24万円です。
※３ 平成25年１月15日付けで議員が辞職したことにより、平成24年4月から平成25年1月分までの収支内容（10カ月分）となっています。

自由民主党西東京市議団
西東京市議会公明党
日本共産党西東京市議団
みんなの党西東京
西東京改革フォーラム
生活者ネットワーク
市 民 の 目（※3）
市 民 派 無 所 属
民 主 ク ラ ブ

8
6
4
3
2
2
1
1
1

1,920,000
1,440,000
960,000
720,000
480,000
480,000
200,000
240,000
240,000

110,330
53,580
3,000
44,690
84,880

850,240
876,880

445,026
99,430
131,840

39,120

123,460
125,372

10,510
139,068
116,832
90,948
58,555

610,260

70,900

293,370

9,700

250,614
133,438
69,300
261,555
174,529
69,300

62,748
691

5,350
9,667

13,264

2,635

1,229,664
1,145,357
972,930
719,845
394,799
393,788
200,432
240,141
144,126

690,336
294,643

0
155

85,201
86,212

0
0

95,874

会　派　名 所属人数（人）交付額（※2）研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 広報費 広聴費 事務費 その他の経費 支出合計 返還額支　　　　出

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
と
、
６
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
を
、
６
月
12
日
か
ら
21
日
ま
で

の
間
、
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
当
初
予
算
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◇
質
問
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
下
旬
に
発
行
予
定

の
委
員
会
記
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
委
員
会
記
録
は
、
両
庁
舎
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら
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当初予算に対する各会派の討論

西東京市

日本共産党西東京市議団 藤岡　智明

市民の切実な願いの予算化こそ最優先に
反対

　小規模多機能介護施設・認知症グループホーム増設、特別支援教育の固
定学級増設、小学校12校への空調設備整備などについては評価する。
　しかし、国民健康保険料やはなバス料金の引き上げ、敬老金77歳支給廃
止や敬老行事補助金見直し、がん検診有料化検討などは、市民負担増と市
民サービス低下をもたらす突破口となり、認められない。
　また、市民要求の強い公設公営認可保育園、特別養護老人ホームの増設、
公民館・図書館などの職員増員、子どもの権利条例の制定、少人数学級・
学習支援員の拡充、学校図書館司書１校１名配置などについては予算に反
映されていないため、予算案に反対する。

生活者ネットワーク 大友　かく子

「選択と集中」は子ども施策重視で !

無所属 納田　さおり

基金頼みの予算編成に明日はない！
賛成

　西東京市史上３番目の予算規模になったが、合併特例期間最終２カ年で
理由もなく予算が膨らんだのは、丸山市長が選択と集中ができなかったか
らだ。結局基金頼みの予算編成となり、財政調整基金年度末残高は12億8
千万円にまで落ち込み深刻な状況となっている。基金マネジメントについ
て憂慮している。また、歳出では生活保護扶助費が70億円を突破し、生活
保護費と公債費を合わせた義務的経費が予算の20％を超える状況となった。
これまでに蓄積されてきた生活保護行政のノウハウを生かし、円満な自立
支援に向けた取り組みが重要だ。また自治体補助の役目を終えた勤労者福
祉サービスセンター補助は次年度廃止を求める。

賛成

　子どもたちの世代にどのようなまちを譲り渡していくのかが重要だ。厳
しい財政状況にあって、市民の理解を得るには徹底した情報提供と、スピ
ーディーな情報公開のもと、積極的な市民参加を実践していかなくてはな
らない。
　市長の専門性とリーダーシップで施策を着実に実行し、子どもの権利が
具現化されるまちづくりを進めよ。
　子どもたちの未来と市民に軸足を置いたまちづくりを進めること、生活
者ネットが指摘した事項について善処されることに期待し、一般会計予算
に賛成する。

みんなの党西東京 森田　いさお

未来にツケを残すな今こそ闘う改革を！

西東京改革フォーラム 坂井　かずひこ

限られた財源、有効に利用せよ！
賛成

　国の経済報告によれば景気は一部に弱さが残るものの、このところ持ち
直しの動きが見られる。しかし、依然として本市の財政状況とそれを取り
巻く社会経済情勢は、短期的に改善が見込める状況にはない。今回の評価
できる施策は、公共施設の耐震化、ホームページのスマートフォン対応、
私立認可保育園の充実、予防接種事業の拡充、がん検診受診率向上事業、
剪定枝等の資源化事業の充実、一店逸品事業補助制度の推進、プレミアム
商品券の実施、田無駅南口駅前広場の整備検討、ひばりヶ丘駅周辺まちづ
くりの推進、芝久保小学校の校庭芝生化などである。

賛成

　評価する点として、①はなバス事業の改革。我が党も要望書を提出した
が、事業補助金の縮減と75歳以上高齢者を実質100円利用とした点。②待
機児童対策として私立認可保育園２園、家庭的保育室２室開設等による受
入枠の増員をした点。③地域協議体のモデル事業の実施と地域福祉コーデ
ィネーターを全域に配置した点等を評価する。
　改善すべき点として、①収支バランスをとるためには、財政調整基金の
取り崩しではなく抜本的な改善が必要。また、②子宮頸がんワクチン接種
事業に関して、国も市も積極的に勧められない状況では、一時休止が必要。
以上を総合的に判断し賛成とした。

無所属 桐山　ひとみ

市長初の通年予算　市民負担増が行革？

西東京市議会公明党 藤田　美智子

18億円の赤字から丸山市政はスタート
賛成

　市民税の低迷、地方交付税の減額、生活保護費の増加、義務的経費や物
件費の増加等、歳出歳入ともに厳しい状況下、18億円の赤字から丸山市政
はスタートした。副市長・常勤監査・教育長が不在の中、職員とともに汗
を流しまとめた初の本予算には、子育て・教育環境の充実、市民の健康づ
くり支援、災害に強い快適なまちづくり、地域資源の活用、地域産業の活
性化等多くの事業の予算化に努力され、市民の命と生活の向上を守る事業
が随所に盛り込まれたことを高く評価する。反面、財政調整基金依存度は
高く、基金や起債活用など予断を許さない状況。次世代への責任を果たし
つつ、市民本位の立場で持続可能な行財政運営を求め、賛成とする。

反対

　３カ月の暫定予算後の通年予算は18億円もの歳出超過の収支バランス。
20万市民の市民益にかなう項目がどれだけあるかなど注視し期待もしたが、
残念ながら丸山カラーもなく、値上げ、負担増、廃止と、市長就任後の選
択と集中が市民への負担増からのスタートだったことは否めない。本予算
は、676億200万円の予算規模となった。前市長の後継者でもない中で行政
の継続性だけが市民益にかなうものではない。前年度の余剰金も示されず、
国保料の値上げ、はなバス料金の値上げ、私道整備予算の半減。健康都市
として世界に発信する自治体を目指すなら健康施策、検診事業は今後も無
料化を継続し、市民の健康を守る自治体の継続をすべき。

　平成25年度当初予算について、予算特別委員会での審査後、６月25日の本会議で各会派代表者
及び無所属議員による討論が行われました。
　ここでは、当初予算に対する主な討論内容についてお知らせします。
◇討論の詳しい内容につきましては、８月上旬に発行予定の会議録をご覧ください。
　なお、会議録は、両庁舎情報公開コーナー、市内各図書館、市ホームページでご覧いただけます。

当初予算に対する
各 会 派 の 討 論

自由民主党西東京市議団 酒井　豪一郎

精一杯の市民ニーズに応えた丸山予算
賛成

　平成25年度一般会計予算は676億円で可決されたが、義務的経費の増額
や特別会計への穴埋め分の増額等が重なり、大きな負担となっている。
　この厳しい財政状況の中で、教育環境の整備、健康づくりの支援、公共
施設の耐震化、子育て支援など、市民要望を予算化している。
　また、本年度予算は次期総合計画につながる予算として、新たな政策の
反映と行政の継続性に配慮した市民重視の予算である。さらに、財政の裏
づけとして第４次行財政改革大綱の策定を前倒しし平成26年度からスター
トさせることも極めて適切である。平成25年度一般会計予算は精いっぱい
の市民ニーズに対応した予算として、高く評価し、賛成する。



否決

可決

同意

当
初
予
算

そ
の
他

議
員
提
出
議
案

○ ○ × ○ ○ ○ ×

条
例
改
正

条
例

制
定

可決

可決

可決

可決

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

○

○ ○ ○ ○ ○ × ○○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×

○ ○ ○ ○ × ○ ○×

× × × × ○ × ×○

× × ○ × ○ ○ ○○

× × ○ ○ ○ ○ ○×

× × ○ × ○ ○ ○×

○ ○ ― ○ ○ ○ ○○

・中小企業従業員退職金等共済事業特
別会計予算
・介護保険特別会計予算
・後期高齢者医療特別会計予算

・一般職の職員の給与に関する条例
・職員退職手当支給条例
・職員の公益的法人等への派遣等に関す
る条例
・外国の地方公共団体の機関等に派遣さ
れる職員の処遇等に関する条例
・職員の自己啓発等休業に関する条例
・市税条例
・都市計画税条例等
・子ども福祉審議会条例
・道路占用料等徴収条例

・新型インフルエンザ等対策本部条例

・子宮頸がんワクチンの正確な情報収集・
検討で安心して実施されることを求める
意見書
・「脱法ハウス」に対する法整備を求める意
見書
・西東京都市計画道路３・４・９号保谷東
村山線の整備に当たって、緑の保全、生
物多様性の保全を含む環境保全を行う
ことを求める意見書
・市民生活に欠かすことのできない西武鉄
道５路線の存続と沿線のさらなる充実・
発展を求める決議

・子宮頸がんワクチン接種事業を安全性
が確保されるまで一時中止することを求
める意見書
・副反応事例が多発している子宮頸がん
ワクチン接種事業の精査・検証と副反応
被害者に対する救済体制を整えることを
求める意見書
・国家公務員の給与の改定及び臨時特
例に関する法律に伴う地方自治体職員
給与に関する意見書
・橋下徹大阪市長・日本維新の会共同
代表による「慰安婦」容認発言に対す
る決議
・工事委託契約の変更について
・副市長の選任につき同意を求めることに
ついて
・監査委員の選任につき同意を求めること
について
・教育委員会委員の任命につき同意を求
めることについて（２件）
・市道路線の認定（11件）・変更（1件）につ
いて

・一般会計予算
・国民健康保険特別会計予算
・下水道事業特別会計予算
・駐車場事業特別会計予算

　

無
所
属・民
主
ク
ラ
ブ（
1
）

　

無
所
属・市
民
派
無
所
属（
1
）

　

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
2
）

　

西
東
京
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム（
3
）

　

み
ん
な
の
党
西
東
京（
3
）

　

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団（
4
）

　

西
東
京
市
議
会
公
明
党（
5
） 

　

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団（
8
）

会　　　派
　（　）は所属議員数

件　　　名

　
　
　
　

結
　
　
　
　

果

西東京市
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議決結果（議案、請願・陳情）、意見書・決議、お知らせ

禁止されています！
議員の寄附行為や時候のあいさつ状

 議員は、選挙区内の方に対する次の行為が禁止されています。
◇お金や物の贈答
◇暑中見舞、残暑見舞等の時候の挨拶状の送付
　（答礼のための自筆によるものは除く）
◇地域のお祭り・会合等への差し入れ、
　お祝金、賛助金を出すこと
◇実費が伴う行事や会費が必要な催しを案内する際には、
　会費を明示してください。

　市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

議会だよりについて　議会事務局庶務調査係　☎042-460-9860
傍聴等について　　　議会事務局議事係　　　☎042-460-9861

お問い合わせ 市議会ホームページ
http://www.city.nishitokyo.lg.jp/sigikai/index.html

（　

）
は
付
託
委
員
会

○
西
東
京
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
11
号
線
の
開
通
に
伴
う
、

交
通
擁
護
員
の
配
置
及
び
押

し
ボ
タ
ン
信
号
機
設
置
に
関

す
る
陳
情　
　
〈
趣
旨
採
択
〉

○
小
規
模
校
（
住
吉
小
・
泉
小
・

保
谷
小
・
本
町
小
）
統
廃
合

に
関
す
る
市
教
育
委
員
会
と

関
係
保
護
者
と
の
意
見
交
換

の
場
を
求
め
る
陳
情

（
以
上
、
文
教
厚
生
）

○
市
役
所
統
合
議
論
に
関
す
る

陳
情

○
西
東
京
市
魅
力
Ｐ
Ｒ
大
使
の

創
設
及
び
任
命
に
関
す
る
陳

情
○
市
長
等
特
別
職
の
期
末
手
当

20
％
加
算
の
実
質
月
数
で
の

公
表
を
求
め
る
陳
情

（
以
上
、
企
画
総
務
）

○
単
学
級
化
に
よ
る
就
学
児
童

の
教
育
環
境
改
善
を
求
め
る

陳
情

○
健
康
課
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
関
す
る
陳
情

（
以
上
、
文
教
厚
生
）

○
駐
輪
行
政
に
民
間
の
力
を
活

用
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

○
自
転
車
専
用
通
行
帯
に
関
す

る
陳
情
（
以
上
、建
設
環
境
）

○
議
場
へ
の
国
旗
等
の
掲
揚
の

た
め
の
財
政
措
置
を
差
し
控

え
る
こ
と
を
要
請
す
る
請
願

（
議
会
運
営
）

○
い
じ
め
防
止
に
関
す
る
陳
情

（
文
教
厚
生
）

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
正
確

な
情
報
収
集
・
検
討
で
安
心
し

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣

「
脱
法
ハ
ウ
ス
」
に
対
す
る
法

整
備
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
東
京
都
知
事

西
東
京
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

９
号
保
谷
東
村
山
線
の
整
備
に

当
た
っ
て
、緑
の
保
全
、生
物
多

様
性
の
保
全
を
含
む
環
境
保
全

を
行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
東
京
都
知
事

市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
西
武
鉄
道
５
路
線
の
存

続
と
沿
線
の
さ
ら
な
る
充
実
・

発
展
を
求
め
る
決
議

【
提
出
先
】
国
土
交
通
大
臣
、

東
京
都
知
事
、
西
武
鉄
道
株

式
会
社
、
株
式
会
社
西
武
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
株
式
会

社
サ
ー
ベ
ラ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン

今
夏
は
暑
さ
に
加
え
、
雷
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
影
響
で
湿

度
の
高
い
日
が
続
き
ま
す
。
水

分
補
給
や
室
温
・
湿
度
管
理
な

ど
熱
中
症
対
策
に
は
十
分
お
気

を
つ
け
の
上
、
素
敵
な
夏
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

６
月
の
定
例
会
で
は
、
新
市

長
の
初
め
て
の
本
予
算
が
可
決

さ
れ
新
た
な
西
東
京
市
の
ス
タ

ー
ト
が
本
格
的
に
き
ら
れ
ま
し

た
。今

後
も
益
々
市
民
の
皆
様
に

興
味
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

よ
り
市
議
会
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
魅
力
あ
る

紙
面
作
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

ご
要
望
、
ま
た
掲
載
す
る
写
真

も
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
議

会
報
編
集
委
員
一
同
、
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
I
）

第2回定例会 議案の議決結果一覧 ○賛成　×反対　－退席

■第３回定例会の開催
　８月30日(金)から開催する予定です。
　詳細については、決まり次第ホームページに掲載しますので、ご覧ください。
■請願・陳情は８月23日(金)までにご提出ください。
　請願・陳情はいつでも受け付けていますが、第３回定例会で審査を行うため
には、８月23日(金)までにご提出をお願いいたします。
　詳細については、議会事務局までお問い合わせください。
※上記の定例会開催予定日に変更がある場合は、ホームページ等でお知らせし
ます。

お 知 ら せ

今
定
例
会
で
可
決
し
た

意
見
書
・
決
議

請
願・陳
情
の
結
果

編
集
後
記

採
択
と
な
っ
た
も
の

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の


